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Ø 松浦市は屋内退避や一時移転等の指示が出た場合、対象となる住民に対して防災行政無線等を活用するほか、自主防災
組織、消防団等を通じて必要な情報を伝達。

Ø 一時移転等の指示が出た場合、自家用車で避難できる住民は自家用車で避難先へ移動。自家用車で避難できない住民は、

集合場所である福島体育館等まで徒歩又は車両で移動した後、長崎県、松浦市が確保するﾊﾞｽ等により避難先となる波佐見

町内の波佐見町総合文化会館ほか11施設まで移動。仮に陸路避難が困難な場合は、福島港から長崎県、松浦市が確保
する船舶により浦ﾉ崎港まで移動し、長崎県、松浦市が確保するﾊﾞｽ等により避難先となる波佐見町へ移動。なお、無理に

避難すると健康ﾘｽｸが高まる住民は、放射線防護対策施設である福島保健ｾﾝﾀｰに屋内退避。

Ø 屋内退避の実施に必要となる生活物資等については、福島保健ｾﾝﾀｰに備蓄。

ふくしま まつうらし

福島（長崎県松浦市）における防護措置

避難先��波佐見町
（波佐見町総合文化会館、他11施設）

防災離着陸候補地

（福島町総合運動公園）

＜放射線防護対策施設＞
ふくしま
福島保健ｾﾝﾀｰ
収容可能者数��50人

島内における生活物資・
放射線防護資機材の備蓄場所
ふくしま
・ 福島保健ｾﾝﾀｰ

うらのさきこう

浦ﾉ崎港

ふくしまこう

福島港
ふくしま
福島大橋

まつうらし

※不測の事態により確保した輸送能力で対応できない場合、 実動組織（警察、消防、海保庁、自衛隊）に支援を要請。

ふくしま まつうらし はさみちょう

はさみちょう ふくしまこう まつうらし

うらのさきこう

ふくしま

まつうらし

ふくしま

はさみちょう

ふくしま

福島
人口��2.716人
面積��17.26 km2

ふくしまこう

福島港

うらのさきこう

浦ﾉ崎港

はさみちょう

はさみちょう

ふくしまちょう

【凡例】
��港
��集合場所
��防災離着陸
候補地

ふくしま
福島体育館

＜参考＞定期航路
福島港～浦ﾉ崎港
（定員70人）
標準所要時間約15分

ふくしまこう うらのさきこう



PAZ

とびしま まつうらし

飛島（長崎県松浦市）における防護措置
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Ø 松浦市は屋内退避や一時移転等の指示が出た場合、対象となる住民に対して防災行政無線等を活用するほか、自
主防災組織、消防団等を通じて必要な情報を伝達。

Ø 一時移転等の指示が出た場合、住民は、避難集合場所である飛島住民ｾﾝﾀｰ（仮称）まで徒歩で移動した後、飛島港
から長崎県、松浦市が確保する船舶により今福港まで移動。その後、長崎県、松浦市が確保するﾊﾞｽ等により避難先

となる東彼杵町内総合会館まで移動。なお、悪天候等により船舶による避難が困難な場合や無理に避難すると健康

ﾘｽｸが高まる住民は、放射線防護対策施設である飛島住民ｾﾝﾀｰ（仮称）に屋内退避。

Ø 屋内退避の実施に必要となる生活物資等については、飛島住民ｾﾝﾀｰ（仮称）に備蓄。

＜放射線防護対策施設＞
とびしま
飛島住民ｾﾝﾀｰ（仮称）※整備中
収容可能者数��60人

いまふくこう

今福港

とびしまこう

飛島港

いまふくこう

今福港

とびしまこう

飛島港

ひがしそのぎちょう

避難先��東彼杵町
（総合会館）

島内における生活物資・
放射線防護資機材の備蓄場所

・ 飛島住民ｾﾝﾀｰ（仮称）※整備中

※不測の事態により確保した輸送能力で対応できない場合、 実動組織（警察、消防、
海保庁、自衛隊）に支援を要請。

まつうらし

ひがしそのぎちょう

とびしまこうとびしま

とびしま

とびしま

まつうらしまつうらし

とびしま

いまふくこう

とびしま
飛島
人口��50人
面積5.13 km2

【凡例】
��港
��集合場所
��防災離着陸
候補地

防災離着陸候補地

(飛島港)
とびしまこう

＜参考＞定期航路
飛島港～今福港
（定員96人）
標準所要時間約10分

とびしまこう いまふくこう



PAZ

あおしま まつうらし

青島（長崎県松浦市）における防護措置
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Ø 松浦市は屋内退避や一時移転等の指示が出た場合、対象となる住民に対して防災行政無線等を活用するほか、自
主防災組織、消防団等を通じて必要な情報を伝達。

Ø 一時移転等の指示が出た場合、住民は、集合場所である青島小中学校まで徒歩又は車両で移動した後、青島港から
長崎県、松浦市が確保する船舶により御厨港まで移動。その後、長崎県、松浦市が確保するﾊﾞｽ等により避難先施設

となる波佐見町内の折敷瀬郷集落センターまで移動。なお、悪天候等により船舶による避難が困難な場合や無理に

避難すると健康ﾘｽｸが高まる住民は、放射線防護対策施設である青島小中学校に屋内退避。

Ø 屋内退避の実施に必要となる生活物資等については、青島小中学校に備蓄。

＜放射線防護対策施設＞
あおしま
青島小中学校（校舎）※整備中
収容可能者数��290人

島内における生活物資・
放射線防護資機材の備蓄場所

あおしま
・ 青島小中学校（校舎）※整備中

みくりやこう

御厨港

あおしまこう

青島港
みくりやこう

御厨港

あおしまこう

青島港

※不測の事態により確保した輸送能力で対応できない場合、 実動組織（警察、消防、海保庁、自衛隊）に支援を要請。

防災離着陸候補地

（青島小中学校）

はさみちょう
避難先��波佐見町
おりしきせごう
（折敷瀬郷集落センター）

まつうらし

あおしま あおしまこう

まつうらし みくりやこう まつうらし

はさみちょう おりしきせごう

あおしま

あおしま

あおしま
青島
人口��223人
面積��0.9 km2

あおしま

【凡例】
��港
��集合場所
��防災離着陸
候補地

＜参考＞定期航路
青島港～御厨港
（定員96人）
標準所要時間約20分

あおしまこう みくりやこう



UPZ

【凡例】
��港
��集合場所

ひらどしま ひらどし

平戸島（長崎県平戸市）における防護措置
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UPZ

ひらどし
避難先��平戸市
ひらど
（平戸中学校）

ひらど
平戸大橋

島内における生活物資・
放射線防護資機材の備蓄場所

・平戸市役所
・平戸市消防本部

自然災害との複合災害等により平戸中学校
が使用できない場合は、平戸島内の避難所
を代替避難先として使用。

たすけこう
田助港

ひらどこう
平戸港

（※）島内の面積は重点区域
外を含めて163.4kmｲ

※不測の事態により確保した輸送能力で対応できない場合、 実動組織（警察、消防、海保庁、自衛隊）に支援を要請。

ひらど

Ø 平戸市は屋内退避や一時移転等の指示が出た場合、対象となる住民に対して防災行政無線等を活用するほか、自主防災組織、消防団
等を通じて必要な情報を伝達。

Ø 一時移転等の指示が出た場合、住民は、一時集合場所である各地区の公民館まで徒歩又は自家用車で移動。その後、長崎県、平戸市

が確保するﾊﾞｽ等により避難先となる平戸市内の平戸中学校まで移動。

Ø 仮に陸路避難ができなくなった場合、田助港から長崎県又は平戸市が確保する船舶により平戸港まで移動し、長崎県又は平戸市が

確保するバス等により避難先へとなる平戸中学校へ移動。

ひらど

ひらどし

ひらどこう

ひらどし

ひらどし

ひらどしたすけこう

ひらど

ひらどし

��防災離着陸候補地

ひらどし
避難先��平戸市
ひらど
（平戸中学校）

ひらどしま
平戸島内の対象地区
人口��2.083人

なかのはら
中の原公民館

さちのうら
幸の浦公民館

ゆすい
油水公民館

たすけざい
田助在公民館

たすけちょう
田助町公民館

まが
曲り公民館

しおのうら
潮の浦公民館

こうざき
神崎公民館

たのうら
田の浦公民館

ひらどしま

防災離着陸候補地
（田助小学校）
たすけ

ひらどし

ひらどし



たくしま ひらどし

度島（長崎県平戸市）における防護措置
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Ø 平戸市は屋内退避や一時移転等の指示が出た場合、対象となる住民に対して防災行政無線等を活用するほか、自主防災組
織、消防団等を通じて必要な情報を伝達。

Ø 一時移転等の指示が出た場合、住民は、一時集合場所である3ヶ所（度島浦公民館、度島中部公民館、度島三免公民館）まで
徒歩又は車両で移動した後、本村港又は飯盛港から長崎県、平戸市が確保する船舶により平戸港まで移動。その後、長崎県、

平戸市が確保するﾊﾞｽ等又は徒歩により避難先となる平戸市内の平戸文化ｾﾝﾀｰまで移動。なお、 悪天候等により船舶による

避難が困難な場合や無理に避難すると健康ﾘｽｸが高まる住民は、放射線防護対策施設である度島小中学校に屋内退避。

Ø 屋内退避の実施に必要となる生活物資等については、度島小中学校に備蓄。

ひらどこう

平戸港

＜放射線防護対策施設＞
たくしま
度島小中学校
収容可能者数��800人

いいもりこう

飯盛港

UPZ 島内における生活物資・
放射線防護資機材の備蓄場所

・ 度島小中学校
・ 度島診療所

UPZ
ひらどし

避難先��平戸市
ひらど
（平戸文化ｾﾝﾀｰ）

ひらどこう

平戸港

＜参考＞定期航路
本村港～飯盛港 (約10分)
飯盛港～平戸港 (約30分)
（定員95人） いいもりこう

飯盛港
ほんむらこう

本村港

ほんむらこう

本村港 【凡例】
��港
��集合場所
H ��ﾍﾘﾎﾟｰﾄ

※不測の事態により確保
した輸送能力で対応でき
ない場合、 実動組織
（警察、消防、海保庁、自
衛隊）に支援を要請。

ひらどし

ひらどし

ひらどし

ひらどし

たくしまうら たくしま たくしまさんめん

たくしま

たくしま

いいもりこうほんむらこう ひらどこう

ひらど

いいもりこう ひらどこう

ほんむらこう いいもりこう

たくしま

たくしま

たちうらこう

舘浦港

たちうらこう

舘浦港

時間的余裕がない
場合の緊急避難ルート

たくしま
度島診療所

たくしま
度島
人口��758人
面積��3.57 km2

たくしまうら
度島浦公民館

たくしまちゅうぶ
度島中部公民館

たくしまさんめん
度島三免公民館

ﾍﾘﾎﾟｰﾄ
（度島ﾍﾘﾎﾟｰﾄ）
たくしま

H



UPZ

あづちおおしま ひらどし

的山大島（長崎県平戸市）における防護措置
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Ø 平戸市は屋内退避や一時移転等の指示が出た場合、対象となる住民に対して防災行政無線等を活用するほか、自主防災組
織、消防団等を通じて必要な情報を伝達。

Ø 一時移転等の指示が出た場合、住民は、一時集合場所である7ヶ所（ながさき西海農協大島支店前、前平公民館、西宇戸公民
館、大根坂浜、川内公民館、五乗寺集会所、板の浦入口）まで徒歩又は車両で移動した後、的山外港又は神浦港から長崎県、

平戸市が確保する船舶により平戸港まで移動。その後、長崎県、平戸市が確保するﾊﾞｽ等及び徒歩により避難先となる平戸市

内の県立猶興館高校まで移動。なお、悪天候等により船舶による避難が困難な場合や無理に避難すると健康ﾘｽｸが高まる住

民は、放射線防護対策施設である大島中学校に屋内退避。

Ø 屋内退避の実施に必要となる生活物資等については、大島中学校等に備蓄。

あづちがいこう

的山外港

ひらどこう

平戸港

ﾍﾘﾎﾟｰﾄ
（大島村ﾍﾘﾎﾟｰﾄ）

ひらどこう

平戸港

UPZ

島内における生活物資・
放射線防護資機材の備蓄場所

・大島中学校
・平戸市役所大島支所
・大島診療所

＜参考＞定期航路
的山外港～平戸港
（定員150人）
標準所要時間約45分

あづちがいこう

的山外港

【凡例】
��港
��集合場所
H ��ﾍﾘﾎﾟｰﾄ

※不測の事態により確保した輸送能力で対応
できない場合、 実動組織（警察、消防、海保
庁、自衛隊）に支援を要請。

ひらどし

ひらどしひらどし ひらどし

おおしま

おおしま

おおしまさいかい まえひら にしうど

おおねざかはま かわち ごじょうじ

ゆうこうかん

あづちがいこう こうのうらこういたのうら

ひらどこう

おおしま

おおしま

おおしま

おおしま

＜放射線防護対策施設＞
大島中学校

収容可能者数��1,200人

おおしま

ひらどこうあづちがいこう

避難先��平戸市
ゆうこうかん

（県立猶興館高校）

ひらどし

ひらどし

たちうらこう

舘浦港

たちうらこう

舘浦港

時間的余裕がない
場合の緊急避難ルート

こうのうらこう

神浦港

こうのうらこう

神浦港

あづちおおしま

的山大島
人口��1.136人
面積��15.16 km2

板の浦入り口 ながさき西海農協
大島支店前

前平公民館

西宇戸公民館

大根坂浜

川内公民館

五乗寺集会場

かわち

ごじょうじ

おおねざかはま

にしうど

おおしま

まえひら

いたのうら さいかいH
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